
はたちの記念写真を残したいお客様

お下見もちろんOKです！
お気軽にご来店下さい！

早い予約がゼッタイお得!
今ならご希望の時間にはたちの
つどい当日のお支度(着付け)
予約ができます。

振袖コーディネート

無料ご試着体験会
開催中！！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が選ばれるポイント

駐車場15台完備

まずはお電話でご予約下さい。お問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ
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さ
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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

新型コロナ感染症予防対策について

万全な対策をして接客に入らせていただきますので、皆様のご理解
とご協力の程、何卒宜しくお願い申し上げます。

完全
予約制

スタッフの
マスク着用

スタッフの
手洗い・消毒

テーブルなどの
アルコール消毒

・店頭の密集を避けるために、期間中は完全予約制とさせて
 いただきます。10：00～17：00より、ご希望の時間を
 下記①お電話か②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

3.3万円～
振袖レンタルプラン振袖レンタルプラン
１０点セット、前撮り時、
ヘアメイク・着付け無料
１０点セット、前撮り時、
ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～
スタジオパックプランスタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付

（税込）

4,400円～
ママ振・姉振プラン（丸洗い）ママ振・姉振プラン（丸洗い）
小物ご購入、お手入れ、
寸法直し
小物ご購入、お手入れ、
寸法直し

（税込）

2024年・2025年にはたちのつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

きぬたや総絞り、本加賀友禅、尾峨佐刺繍・・・きぬたや総絞り、本加賀友禅、尾峨佐刺繍・・・

店頭でご高覧下さい!店頭でご高覧下さい!

すべてを最高に。
貴装の店 わたなべ
“秘蔵の一品”

すべてを最高に。
貴装の店 わたなべ
“秘蔵の一品”

全ての
プラン

5/22月
まで
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珈
琲
と
の
出
合
い
は

　

幼
少
の
頃
か
ら
父
と
母
に
連

れ
ら
れ
て
カ
フ
ェ
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
な
の
で
珈
琲

は
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
香
り
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
で
珈
琲
を
初
め
て
飲
ん

だ
の
は
高
校
に
進
学
す
る
前
後

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
以
来
、

地
元
の
カ
フ
ェ
に
通
い
、
焙ば

い
せ
ん煎

教
室
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

起
業
と
こ
れ
ま
で
の
開
発
商
品

　

Ｉ
Ｔ
系
の
会
社
を
辞
め
、
な

り
た
か
っ
た
教
員
を
出
身
の
焼

津
水
産
高
校
で
二
年
ほ
ど
し
て

　
山
内
與
十
郎
は
明
治
八
年
、

前
島
村 

（
藤
枝
市
前
島
）
の
豪ご

う

農の
う

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
田

中
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
各
地

の
農
事
講
習
会
で
研け

ん
さ
ん鑽

を
重
ね
、

農
業
界
の
権
威
者
と
し
て
志
太

郡
農
業
倶
楽
部
を
主
宰
し
、
志

太
郡
農
会
長
に
も
な
り
ま
し
た
。

村
長
時
代
の
「
山
内
街
道
」

　
明
治
三
十
九
年
に
青
島
村
収

そ
こ
知
り

志
太物

語
入
役
と
な
り
、
翌
四
十
年
青
島

村
長
に
当
選
。
明
治
四
十
三
年

八
月
の
瀬
戸
川
の
堤
防
決
壊
に

よ
る
大
洪
水
に
伴
う
救
助
と
そ

の
後
の
地
域
復
旧
の
た
め
、
青

島
・
高
洲
耕
地
整
理
組
合
を
設

立
。
更
に
青
島
耕
地
整
理
組
合

を
設
立
し
て
前
島
及
び
下
青
島

の
耕
地
整
理
で
区
画
や
道
路
を

整
備
し
て
町
発
展
の
基
礎
を
確

立
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
新

設
さ
れ
た
町
内
の
中
央
を
東
西

に
貫
く
道
は
人
々
か
ら
「
山
内

街
道
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

県
議
も
務
め
国
会
議
員
参
謀
役

耕
地
整
理
で
青
島
の
町
を
整
備

に
終
始
一
貫
民
政
党
で
政
治
活

動
を
共
に
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
藤
枝
順
心
高
校
の
前

身
、
仲
田
裁
縫
教
授
所
の
創
立

に
尽
力
し
、
看
板
も
與
十
郎
が

揮き
ご
う毫
。
青
島
地
区
の
女
子
教
育

推
進
に
奔
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、

藤と
う
そ
う相

鉄
道
の
設
立
に
も
関
わ
り
、

取
締
役
も
務
め
ま
し
た
。

植
物
を
愛
し
菊
の
鉢
植
え
指
導

　
與
十
郎
は
晩
年
に
至
る
ま
で

町
公
共
の
た
め
に
尽
し
ま
し
た

が
、
自
ら
に
大
変
厳
し
く
、
自

分
の
寝
て
い
る
姿
を
家
族
に
も

他
人
に
も
み
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
植
物
に
も
造ぞ

う
け
い詣

が
深
く
、
屋

敷
に
は
全
国
か
ら
集
め
た
柑
橘

類
や
梅
を
植
え
、
菊
の
鉢
植
え

の
指
導
を
す
る
な
ど
植
物
学
者

の
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
二

日
、
七
十
七
才
で
生
涯
を
終
え

ま
し
た
。
葬
儀
の
日
、
仲
田
裁

縫
教
授
所
の
仲
田
順じ

ゅ
ん
こ
う光の

一
時

間
に
及
ぶ
山
内
に
捧
げ
る
弔ち

ょ
う
し詞

は
参
列
者
に
大
き
な
感
銘
を
与

え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
山
内
與
十
郎
は
先
月
む
る
ぶ

で
紹
介
し
た
大
石
節み

さ
おの

岳が
く
ふ父

に

あ
た
り
ま
す
。（
小
嶋
良
之
）

い
ま
し
た
。
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
は
、
本
当
に
教
員
な
の
か

と
自
問
自
答
す
る
中
、
幼
少
期

か
ら
ず
っ
と
好
き
だ
っ
た
珈
琲

を
自
分
で
作
り
た
い
と
思
い
立

ち
、
半
年
後
の
二
〇
一
九
年
十

月
一
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

奇
し
く
も
こ
の
日
が
珈
琲
記
念

日
で
、
改
め
て
珈
琲
と
の
ご
縁

を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
開
発
し
た
商
品
は
、

「
小
泉
八や

く
も雲

の
焼
津
作
品
珈

琲
」、「
妖よ

う
か
い怪
珈
琲
」、「
キ
ャ
ン

プ
・
お
う
ち
で
五
感
で
楽
し
む

コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
セ
ッ
ト
」、「
珈

琲
の
お
酒　

お
う
ち
で
手
作
り

セ
ッ
ト
」
で
す
。
珈
琲
の
お
酒

は
梅
酒
を
作
る
要
領
で
楽
し
め

る
も
の
で
す
。

鰹
節
珈
琲
に
つ
い
て

　

知
人
た
ち
に
鰹
節
を
使
っ
た

珈
琲
は
ど
う
か
と
相
談
し
た
の

で
す
が
、
絶
対
に
合
わ
な
い
と

言
わ
れ
、
そ
う
い
わ
れ
る
と
作

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
火
が

つ
き
、
二
年
か
け
て
開
発
し
ま

し
た
。
多
分
、
百
種
類
位
は
試

作
し
た
と
思
い
ま
す
。
粉
末
も

試
し
、
最
終
的
に
新
丸
正
さ
ん

の
本ほ

ん
か
れ
ぶ
し

枯
節
の
鰹
節
「
駿
河
ふ
ぶ

き
」
を
入
れ
て
ド
リ
ッ
プ
す
る

形
に
な
り
ま
し
た
。
珈
琲
も
鰹

節
が
引
き
立
つ
す
っ
き
り
し
た

味
わ
い
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　

漁
師
の
家
に
生
ま
れ
育
ち
、

焼
津
水
産
高
校
を
出
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
焼
津
を
Ｐ

Ｒ
出
来
る
商
品
を
作
り
、
水
産

業
を
盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
や
お
店
に
提
供
す
る
他
、

焙
煎
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
の

で
是
非
、
お
声
掛
け
下
さ
い
。

初
代
青
島
町
長
か
ら
県
議
へ

　
大
正
十
一
年
に
青
島
村
が
青

島
町
と
な
る
と
初
代
町
長
と
な

り
、
翌
十
二
年
に
は
県
議
会
議

員
に
当
選
。
島
田
・
焼
津
街
道

の
開
通
や
栃と

ち

山
川
の
改
良
工
事

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
政
治
面
で
は
、
地
元
青あ

お
ち地
雄

太
郎
の
参
謀
と
な
っ
て
長
い
間
、

岡
崎
平
四
郎
や
海
野
数
馬
と
共

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

「
鰹
節
珈
琲
」を
開
発
・
販
売

焼
津
の
鰹
節
製
造
販
売
会
社
の
削
り
節「
駿
河
ふ
ぶ
き
」
を
使
っ
た

初
代
青
島
町
長
山
内
與よ

十じ

ゅ

う

郎ろ

う

▶︎
晩
年
の
與
十
郎

め
ぐ
み
珈
琲
ラ
ボ　

鰹
節
珈
琲

志
太
新
名
物
探
訪

▲青島尋常高等小学校卒業式

▲村会議員満期退職記念

▲與十郎寄贈の前島神社狛犬獅子像

▲昭和26年與十郎葬儀

　

め
ぐ
み
珈
琲
ラ
ボ
か
ら

新
商
品
の
「
鰹
節
珈
琲
」

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
焼
津
産

の
水
産
物
と
の
初
め
て
の
コ

ラ
ボ
商
品
で
す
。
鰹
節
は

第
四
十
二
回
全
国
水
産
加

工
た
べ
も
の
展
で
「
農
林
水

産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た

新
丸
正
の
本
枯
節
「
駿
河
ふ
ぶ

き
」
を
使
用
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
ケ

二
ア
産
の
珈
琲
豆
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
も
の
で
、
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ

に
鰹
節
を
適
量
入
れ
て
、
お
湯

を
注
ぎ
ま
す
。
す
っ
き
り
と
し
た

マ
イ
ル
ド
な
味
わ
い
で
す
。

　

税
込
七
八
〇
円
で
焼
津
市

観
光
協
会
と
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
・

カ
フ
ェ
、
め
ぐ
み
珈
琲
ラ
ボ

(m
egum

i.coffeelab@gm
ail.

com
)

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

久
保
山

久
保
山  

恵恵ええ

里里りり

め
ぐ
み
珈
琲
ラ
ボ

昭和12年昭和12年

大正11年大正11年

大正2年大正2年
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健康講座のご案内
どうかわる！？

これからの感染症予防と免疫アップ

【日　時】７月８日（土）１１時～12時頃
【会　場】藤枝市文化センター３階第１会議室
【申込期限】６月２３日（金）
【申込先】公式ウェブサイト
 右記QRコードから

【連絡先】事務局（info@med-d.org）

【講　師】堀井俊伸　医師・医学博士

社会医療法人仁厚会・社会福祉法人敬仁会

市民の皆様に、感染症予防と
免疫アップのコツを、感染症
学・免疫学を専門とする堀井
医師がわかりやすく解説しま
す。参加費は無料です。

志太で志太で「どうした家康」「どうした家康」藤枝編藤枝編
お ス ス メ！お ス ス メ！ 志 太 で志 太 で   ど う し た 家 康ど う し た 家 康   ス ポ ッ トス ポ ッ ト

7月オープンしてから地元の方220組以上の方にご来苑頂きました！ 

むるぶ３月号でＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」に連動した「志太でどうした家康
　焼津編」を特集しました。今回は、その藤枝編をお届けしたいと思います。藤
枝に残る家康に関わる言い伝えや、所縁の地をご紹介します。

【写真の２と４は、藤枝市街道・文化課、３と８と１１と１３は、藤枝市郷土博物館より提供】

❸ 鯛の天ぷら事件鯛の天ぷら事件
1616年1月21日、家康が田中城周辺での鷹狩りの時、京都の茶

ち ゃ や

屋四
郎次郎から「京都では鯛をゴマ(または柏

かしわ

)の油で揚げ、その上に蒜
ひる

(または韮
にら

)をすりかけたものが流行っている」と話を聞き、ちょう
ど手に入った鯛を揚げて食べたところ、その夜から腹痛となり、24
日に駿府に帰りますが3か月後の4月17日に75歳で亡くなりました。
死因については胃がん説が有力視されています。写真は、料理研
究家の成澤政江氏がその時の料理をイメージして再現したものです。

❶ 孫
ま ご

三
ぞ う

と白
し ろ

子
こ

と家康
本能寺の変が起きた時、家康は大阪の堺

さかい

にいました。明智光
秀の追手を避けるため、堺から伊賀を越えて伊勢白子町に到り
ました。家康は、迫る追手から身を隠すため、近くにいた農夫
に声を掛けました。この農夫が、小川孫三です。孫三の機転に
より危機を脱した家康は、孫三の船で海路を行き、無事、岡崎
城へ入りました。孫三は、家康を匿

かくま

った事で故郷にいられなく
なり、家康に助けを求めました。そこで家康は、藤枝宿に土地
を与えました。 孫
三は、この地を故
郷と同じ白子 町と
名付けました。 現
在、白子商店街に
ある小川眼科医院
は、小川孫三の子
孫になります。

❷ 朝比奈ちまき
朝比奈ちまきは、今川家に仕えていた朝比奈家に伝わる保
存食で、実用的な携帯食としてだけでなく縁起物としても愛
用されていました。椿の木を燃やして作った灰

あ く

汁に一晩浸し
たもち米を蒸して作ります。椿の灰汁が防腐剤の役目をして
数日経っても柔らかい上、腹持ちも良く、戦国時代から戦場
で食べると気力体力が充実して常に戦勝したと言います。こ
れを知った徳川家康が献上させ賞味した記録が残っています。
江 戸 初 期、 天 皇
に献上した京都の

「御
ごしょちまき

所粽」と共に2
大 献 上 粽として全
国に知られた名物
でした。昨 年文化
庁の100年フードに
認定されました。

❹ 瀬
せ

戸
と

の染
そ め い い

飯
瀬戸の染飯は、くちなしの実で黄色く染めたおこわです。瀬
戸の茶屋で戦国時代から売られており、東海道の名物でした。
くちなしの実は漢方薬でもあり、染飯は足腰の疲れを取る食
べ物として好評でした。『信

の ぶ な が こ う き

長公記』には「4月15日 田中を未
明に出でさせられ、藤枝の宿より瀬戸の川端に御茶屋立てお
き、一

いっこんしんじょう

献進上申さるる。瀬戸川こさせられ、瀬戸の染飯とて、皆、
道に人の知る所あり・・・」とあり、織田・徳川の連合軍は
武田氏を滅ぼした
その凱旋の途中に
あり、徳 川家 康が
信長をもてなした
のです。 昨 年 文化
庁の100年フードに
認定されました。

⓮ 洞
ど う う ん じ

雲寺と藤
と う は ち が き

八柿
1600年9月、関ヶ原に向かう家康は、藤枝の洞雲寺で休息しました。寺の檀
家であった藤八が家の柿を家康に献上すると、家康に「この柿は何と申す柿か」
と問われ、藤八が「美

み の

濃柿」と答えると、家康は「皆の者聞いたか、美濃の大
垣が、手にはいったぞ」と喜びました。関ヶ原の帰りに、洞雲寺に立ち寄った
家康は、藤八に「この柿を藤八柿と名づけ、代々藤八を名乗れ」と伝え、陣

じん

羽
ば お り

織と袴
はかま

を与えました。また、洞雲寺には徳川歴代将軍の位
い は い

牌があります。

❻ 田中城下屋敷の家康の蜜
み か ん

柑

家康は紀州藩主浅野幸
よしなが

長より献上
の鉢植え蜜柑を駿府城に自ら植え
ました。この蜜柑の木から剪定した
枝を接木したものがこの蜜柑です。

❿ 勝
か ち の き や ぶ

退薮

家康が関ヶ原の合戦に赴
おもむ

く際、こ
の藪を使って旗

はたざお

竿とし勝利したこと
から勝退藪と呼ばれています。鬼

おにじま

島
の火の見櫓

やぐら

を入った所にあります。

❺ 御
お な り

成街道と家康

葉梨川にかかる八幡橋を渡り、田
中城平島口へと向かう道は、家康
が田中城へ立ち寄る際に通ったため、
御成街道と名付けられました。

❾ 馬
ば

上
じょう

の清
し み ず

水

家康が鷹狩りの際、喉
のど

を潤すため
馬上からこの水を飲み、「甘

かんせん

泉飲む
べし」と喜んだとされ、近くに言い
伝えに因んだ東

と う せ ん じ

泉寺があります。

⓭ 田中城と家康
1605年に将軍職を秀忠に譲った家康は、大御所として駿府城に隠居しました。
大御所家康時代の田中城は、1601年より1609年まで、大改修が行われ、大
御所専用の本丸御殿が建てられたものと考えられています。三ノ丸までだっ
た田中城の外周に新たに円形の外

そとぐるわ　

曲輪を設けて城の面積が約4倍となりまし
た。また、田中城の大手口を東側から接続する従来の平島口から、東海道
藤枝宿と直結する北側の藤枝口へ付け替え、宿と城を連結しました。

❼ 田中神社と東
とうしょうこうごいくん

照公御遺訓

田中城に武田信玄が守護神として
稲荷社を創建。明治に権

ごんげんしゃ

現社と合
ごう

祀
し

し移転、田中神社となりました。
境内に東照公御遺訓碑があります。

⓫ アニメ「徳川家康と田中城」

イラストレーターの永井秀樹さんと
絵本作家の福永純平さんによって製
作されたアニメで、藤枝市郷土博
物館で見ることができます。

❽ 家康と鷹狩り

家康が「田中御
お た か の

鷹野」と称してし
ばしば立ち寄った田中城。記録で
は、15回以上田中城周辺で鷹狩り
を行ったという文書が残っています。

⓬ 盤
ばんきゃくいん

脚院住職との囲碁

西
にしかた

方の盤脚院を再興した国
こくしゅうてんえつ

洲天越
は、家康の囲

い ご

碁相手でした。1604年、
家康は駿府城近くに浄

じょうげん

元寺を開創
し、天越の隠

いんきょ

居所としました。

田中城本丸御殿再現模型田中城本丸御殿再現模型駿州田中城図駿州田中城図
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム 054-635-4651
薮崎新聞店 054-629-2002 
長倉新聞店 054-629-1220
塩川新聞舗 054-629-2055
土井新聞店 054-622-0632
大井川新聞販売 054-662-2211

江﨑新聞店 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社 054-641-0053
いけたに新聞店 054-643-1000
太田新聞店 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの好きな珈琲は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは豊川悦司でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３７－９０８０
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　5月5日㊎
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

鰹節珈琲に使われている鰹節は？

　〇〇〇〇〇（漢字2文字・かな3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

　５月から１２月まで、青島北交流センターで８回連
続の生涯学習講座が始まります。講座名は ｢歴史と
人物とまちから学ぶ藤枝学」です。第１回は、藤枝梅
安、第２回は「志太でどうした家康」と最近のむるぶ
の特集から始まり、藤枝宿の不思議と再発見、大祭、
人物、伝説、方言と続きます。（小嶋良之）

icom-contact@kpnet.co.jp
 TEL:054-635-4652  FAX:054-635-4576

DX推進活動を展開中！ ⑦
デジタル化・ネットワーク化で業務フローを変革！
共立アイコムの事業のひとつに印刷物等のデザイン編集業務があります。その業務には制
作した紙面データの文字や写真、レイアウトをお客様に確認していただく「校正」工程が
あり、出力した紙面に修正の赤字を入れる方法が主流でした。現在、当社ではネットワーク
上でいつでも、どこでも、簡単に校正できる「オンライン校正システム」を導入していま
す。校正のデジタル化・オンライン化によ
りお客様と自社の双方にとって、校正の
効率化、ミスやロスの削減、テレワーク
対応、ペーパーレス化等が実現しました。
デジタル化で従来の業務フローを変革し
たＤＸの一例をご紹介しました。
お問い合せ

44月号月号 読者の声読者の声よりより
●「
感
謝
し
た
分
だ
け
人
生
が
豊
か
に
な
る
」―

心
豊
か
に

過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●
こ
と
ば
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
中
の
「
自
分
の
花
を
咲
か

せ
る
場
所
は
必
ず
あ
る
」
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

●
こ
と
ば
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
老
い
と
死
は
神
様
か
ら
の

贈
り
物
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ

り
が
た
く
受
け
取
り
、
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●「
桜
の
名
所
め
ぐ
り
」
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
！

●
今
年
は
桜
の
開
花
も
早
い
の
で
、
桜
の
名
所
め
ぐ
り
を

参
考
に
、
早
く
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●「
豊
川
梅
安
」良
い
で
す
ね
。
い
い
役
者
だ
と
思
い
ま
す
。

●
一
月
三
十
日
試
写
会
に
豊
川
さ
ん
が
来
た
の
で
す
ね
。

み
た
か
っ
た
で
す
。 

●
藤
枝
の
映
画
館
に
豊
川
悦
司
さ
ん
が
来
た
な
ん
て
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
映
画
を
見
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●
藤
枝
梅
安
の
紹
介
は
１
〜
３
ま
で
、
丁
寧
で
分
か
り
や

す
い
記
事
で
楽
し
め
ま
し
た
！ 

●
藤
枝
梅
安
試
写
会
参
加
し
ま
し
た
。
監
督
の
話
が
お
も

し
ろ
く
引
き
こ
ま
れ
る
よ
う
で
し
た
。 

●
四
月
一
日
か
ら
大
人
も
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
な
ん
で
す
ね
。

●
静
岡
旅
行
に
今
回
行
か
せ
て
い
た
だ
き
偶
然
こ
ち
ら
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
手
に
し
ま
し
た
。
と
て
も
見
応
え

の
あ
る
内
容
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

●
地
元
の
ロ
ー
カ
ル
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
の
情
報
が
知
り
た
く

て
見
て
い
ま
す
。

●
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
ね
。

●
毎
回
志
太
そ
こ
知
り
物
語
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想



5月の休日緊急医

7日（日）

小児科
・

5

3日（祝）

サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052
田熊こども

クリニック（瀬古二）
�647･5225

水守Ｂ整形外科
（水守三）
�645･7900

井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

4日（祝）

岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
藤枝駅前クリニック
（駅前一）
�645･5545

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

三倉医院
（五十海四）
�644･1235

5日（祝）

すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

八木医院
（本郷）

�639･0009

7日（日）

たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

匡ペインクリニック
（駅前一）
�646･7261

西山クリニック
（平島）

�646･3003

14日（日）

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

21日（日）

大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018
やまもと内視鏡
クリニック（志太一）
�641･2625

やまもと内視鏡
クリニック（志太一）
�641･2625

川口内科
（八幡）

�644･3366

28日（日）

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

3日（祝）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001
あおき腎・泌尿器
クリニック（本町二）
�647･2022
岸村歯科医院
（郡）

�644･2501

4日（祝）

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
�646･3313

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

河野歯科医院
（与左衛門）
�636･5568

5日（祝）

ひよこ歯科
（高洲）

�637･0001

7日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687
いしかわレディース
クリニック（平島）
�643･0311
さくま歯科
（田沼三）

�636･7000

14日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

志太眼科
（益津）

�645･5511

青島歯科医院
（田沼四）

�635･1636

21日（日）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）
�634･1331

アライ歯科
（鬼島）

�644･4477

28日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805
おだクリニック
（上藪田）

�648･1234
いしかわ歯科
（瀬古二）
�643･4618


